
飛 鳥 寺 周 辺 の 調 査

(A・ B調査地 昭和55年 12月 )

飛鳥寺周辺では寺域推定地の東方 と西 /」 の 2カ 所で発掘調査を実施 した。

A調 査地  調査地は飛鳥坐神社の 南西方約80mの 水円で,飛鳥寺寺域推定

地の東接地 にあたる。水田は,南 東か ら北西へのびる二つの丘陵で形成 された

谷筋の開 口部 に立地 してお り,そ こに南北 2m,東 西 8mの調査区を設定 した。

調査区の層序 は,耕土 ,床 土 ,員灰色粘質上 ,灰褐色粘質土,「手灰色粘土 ,

暗灰色粘土 ,暗灰色砂 となる。遺構は灰褐色粘質土層の上面か ら掘込 まれた素

掘 りの井戸のみであるが,青灰色粘土・ 暗灰色粘土層に も飛鳥寺の丸・ 平瓦片

が含まれていた。井戸の一部は調査区外に拡が る。平面形は長径 1.3m以 上の

調査地位置図 (1:4000)
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楕 円形で ,深 さは 1.2mぁ る。出土 し

た須恵器や飛鳥寺軒丸瓦�W迎式か ら

みて ,こ の井戸は奈良時代後半 には埋

め られたと考え られ る。

B調査地  調査地は,飛鳥寺の西

面築地推定地か ら西へ約40mの 位置に

ある。三枚の水田に東・ 西の二区を設

けて調査を実施 した。東区は南北 1.3

m,東西15m,西 区は南北 1.6m,東  ユ1郎

西28mで ぁ る。 なお ,西 区 には顕著 な  1轟
轟攀轟聾

遺構が認められなかったので,こ こで 護轍彗4曇ユI
は 東 区 の 遺 構 に つ い て の べ る。         B調 査地 石列 (北西から)

東区の層序は上か ら耕土 ,床土 ,黄色粘土 ,黒茶褐色粘質土 ,暗茶褐色粘質

土 とな り,地表下 0.5～ lmに ある暗茶褐色粘質土層の上面で礫敷を検出 した。

礫敷は東区全面にわた って ,拳大の礫や丸・ 平瓦を敷 きな らした ものであるが,

上面は平坦でな く,二段 に作 られ ,東半部が西半部よ りも20 cm高 くなる。 さら

に,東半部 ,す なわち上段部の西縁 には40～ 50 cn大 の自然石の西面を揃えて並

べた南北方向の石列がある。石列の石 は,暗 茶褐色粘質土層上面か ら掘 り込 ま

れた掘形の底 に礫を敷 いた後 に据え られている。礫敷の下面 となる暗茶褐色粘

質土は,東区の東西端では40 cmの 比高差があ り,西 へ向 って緩 く傾斜 している。

この点か ら考えると,石 列は,段 を設けて礫敷面を水平に作 るための施設 と考

え られる。また,石 列西面の一点を国土方眼座標で示す と ,

X=-169,051.000m

Y=-016,386200m となる。

今回の調査地は狭小な範囲 に限 られたため,礫敷の年代や性格 について論 じ

るまでには至 らない。 しか し,飛鳥寺西方地域では,こ れまでに玉石組みの溝

や石敷が明 らかにされており (奈 良県立橿原考古学研究所編『飛鳥京跡』二 第

11・ 18次調査 )。 それ らの遺構 との関連が考え られよ う。

B調査地 石列 (北西から)
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